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「はたらき」を化学する。

第99期 中間期

株主のみなさまへ
2022年4月1日～2022年9月30日



トップメッセージ

ステークホルダーのみなさまとのコミュニケーションを
大切にしながら、持続可能な社会への貢献と
企業価値の向上に努めてまいります。
　株主のみなさまには、平素より格別のご高配をたまわり、厚くお礼申しあ

げます。当社第99期中間期（第2四半期累計期間：2022年4月1日～2022年

9月30日）の連結業績の概要をここにご報告申しあげます。

　株主のみなさまにおかれましては、今後とも一層のご支援、ご協力をたま

わりますようお願い申しあげます。

2022年12月

社 是

企業を通じて
よりよい社会を
建設しよう

代表取締役社長

当中間期における業績について

「はたらき」を化学して
生活の質を向上

挑戦を恐れない
透明性のある経営

ガーディアン機能を強化して
リスク管理を徹底

ガバナンス（G）ガバナンス（G）生命／生活（L）

　当中間期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感
染症の影響による経済活動の制限が緩和され、個人消費
や輸出に持ち直しの動きが見られましたが、サプライ
チェーンの混乱や原材料・部品の供給制約が続く等依然と

た世界的な景気減速懸念等、先行き不透明な状況にあり
ます。
　化学業界におきましては、為替相場は米欧の利上げ等
により急激に円安が進み、原油価格は世界的な景気減速
懸念と供給不安から価格上昇下落双方の思惑が交錯し不
安定な動きになる等、事業環境は予断を許さない状況に
あります。
　このような環境下における当中間期の売上高は、原料価
格上昇に伴う販売価格の改定等により884億３千９百万
円(前年同期比14.1％増)となりました。利益面では、販売

して厳しい状況となりました。世界経済は、米欧は回復基
調にあり、中国も景気は行動制限による下振れから持ち直
しつつあるものの、ロシア・ウクライナ情勢の長期化によ
る資源エネルギー価格の高止まり、金融引き締めを通じ

株主のみなさまへ

　株主のみなさまとの対話の更なる充実を目指し、2022
年6月から7月にかけて株主様アンケートを実施しました。
貴重なご意見を数多くいただけましたこと、厚くお礼申
しあげます。本冊子の09ページでアンケート結果の概要
を報告します。

　当社は、ステークホルダーのみなさまとのコミュニ
ケーションを大切にしながら、持続可能な社会への貢献と
企業価値の向上に努めてまいります。株主のみなさまにお
かれましては、今後とも一層のご支援、ご協力をたまわり
ますようお願い申しあげます。

量の減少、原料価格上昇に伴う売買スプレッド縮小、販売
費及び一般管理費の増加等により営業利益は39億３千２
百万円(前年同期比33.6％減)、為替差益の増加等により
経常利益は73億６千８百万円(前年同期比7.4％増)、親会
社株主に帰属する四半期純利益は47億１千９百万円(前年
同期比6.8％増)となりました。
　当社は、連結配当性向30％以上をめどに、中長期的な
配当水準の向上を目指しております。中間配当金につきま
しては、本年6月に実施いたしました期末配当金と同じ
く、1株当たり85円とさせていただきました。

＊ 界面制御といった技術や製品の提供だけにとどまらず、人と人をつないだり、化学のちからで化学の枠を越えてソリューションを提供するなど、「あらゆる界面」で活性化を
促す役割

三洋化成グループのマテリアリティ

　2022年7月、当社グループは、社是「企業を通じてより
よい社会を建設しよう」の理念の下、中長期での価値創造
に大きな影響を及ぼす重要課題として、6つのマテリアリ
ティを特定しました。

　当社が「大切にすること」として掲げている「すべてのス
テークホルダーのワクワク」「環境･社会的価値と経済価値
をステークホルダーと共創」「社員一人ひとりが価値の創出
に貢献」を実現しながら、これらの課題に取り組みます。

0201

Interface Innovator＊として
カーボンニュートラルの

達成

環境（E）

■事業に関するマテリアリティ

多様な価値観を
認め合って人財育成と

職場環境を向上

社会（S）

産業／文化／教育の
価値創出を下支えして
イノベーションを創出

社会（S）

■基盤強化に関するマテリアリティ
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売上高 合計

情報・電気電子産業
関連分野

12.8%

プラスチック・繊維産業
関連分野

16.0%

石油・輸送機産業
関連分野

27.0%

生活・健康産業
関連分野

33.6%

環境・住設産業
関連分野 他

10.6%

【生活】ポリエチレングリコールが中国・上海市で
のロックダウンの影響により需要が減少したもの
の、ヘアケア製品用界面活性剤が売り上げを伸ば
し、また製紙関連薬剤が堅調であったことにより、
売上高は好調。

【健康】高吸水性樹脂が主に中国市場で落ち込ん
だものの、全拠点で原料価格高騰による価格改定
を行い、売上高は増加。

● 洗剤・洗浄剤用界面活性剤　● ヘアケア製品用界面活性剤
● 高吸水性樹脂　● 医薬品原料

主な製品

生活・健康産業
関連分野

売上高 296億円（前年同期比14.2%増  　）

【石油・輸送機】自動車シート等に使われるポリウレ
タンフォーム用原料、自動車内装表皮材用ウレタ
ンビーズ及び潤滑油添加剤が自動車減産により
需要が減少したものの、原料価格高騰による価格
改定により売上高は大幅に増加。

● 自動車内装表皮材用ウレタンビーズ　● ポリウレタンフォーム用原料
● 潤滑油添加剤

主な製品

石油・輸送機産業
関連分野

売上高 239億円（前年同期比18.0%増  　）

【環境】海外向け高分子凝集剤用のカチオンモノ
マーが売り上げを伸ばし、売上高は大幅に増加。

【住設】家具・断熱材等に用いられるポリウレタン
フォーム用原料の販売が巣ごもり需要の一巡によ
り横ばいとなったが、建築シーラント用原料が原料
価格高騰による価格改定により売上高は大幅に
増加し、好調に推移。

※セグメント別営業利益につきまして、当中間期より、従来各セグメントに配分していた新規事業に係る研究開発費は、各セグメントの業績
をより適切に把握するため、全社費用として区分しております。なお、前中間期の営業利益は、変更後の配賦方法により再計算したものを
記載しております。

● 家具・断熱材用ポリウレタン原料　● 建築シーラント用原料主な製品

環境・住設産業
関連分野 他

売上高 93億円（前年同期比9.2%増  　）

【情報】コロナ禍で落ち込んだオフィスでの印刷需
要が回復し、重合トナー用ポリエステルビーズの原
料、粉砕トナー用バインダーの販売がともに好調
に推移したため、売上高は大幅に増加。

【電気電子】半導体用レジスト原料の好需要が一
段落し減速傾向になりつつあるものの、アルミ電
解コンデンサ用電解液の需要が大幅に増加したた
め、売上高は好調に推移。

● 重合トナー中間体　● トナーバインダー　
● アルミ電解コンデンサ用電解液　● 電子部品製造工程用薬剤

主な製品

情報・電気電子産業
関連分野

売上高 113億円（前年同期比14.3%増  　）

【プラスチック】主力の永久帯電防止剤が低調で
あったが、塗料コーティング用薬剤・添加剤が海外
向けに売り上げを伸ばし、好調に推移。

【繊維】炭素繊維用薬剤が順調に売り上げを伸ば
し、また合成皮革・弾性繊維用ウレタン樹脂の販売
も好調に推移し、売上高は大幅に増加。

● 永久帯電防止剤　● 顔料
● 炭素繊維用薬剤

分散剤　● 樹脂改質剤　● 塗料用樹脂主な製品

プラスチック・繊維産業
関連分野

141売 上高 億円（前年同期比10.9%増  　）

セグメント別 営業の概況

0403



持続可能な社会の実現に向けて

　半月板は血行に乏しく、一度損傷すると修復されに
くいことから、やむを得ない場合は半月板を切除す
る治療が主流でしたが、シルクエラスチンの適用によ
り、半月板を温存し、半月板を修復・再生する新たな
治療法となることが期待できます。本治験の実施後、
有効性の確認を行い 、医療機器としての承認の早期
取得を目指してまいります。

シルクエラスチンを用いた新たな治療法の医師主導治験を開始

脱炭素社会の実現を目指して

“匂い”を可視化し、新たなソリューションを提供

スポンジ状 フィルム状ゲル状液状

37℃
2時間

シルクエラスチン
　「シルクエラスチン」は 、遺伝子組み換えによって作
製される人工タンパク質です。細胞親和性（炎症を起
こさず皮膚になじむ特性）が高く、かつ弾性（皮膚に
ハリを与える特性）に富み 、細胞の分化・増殖の足場
として適していることから様々な再生治療への応用が
期待されています。

 半月板の修復・再生に展開
　2022年8月より広島大学病院において、半月板損
傷により生じた半月板縫合手術適応患者を対象に、
シルクエラスチンを用いる医師主導治験を開始してい
ます。

匂いセンサーの試作機

匂いセンサー（開発品）
　「匂いセンサー」は、人間の嗅覚と同じような働きを
するデジタル嗅覚技術であり、界面制御技術を織り込
んだ匂い物質検出材料を用いたプローブ（人間の嗅覚
細胞に相当する部品）で構成されているのが特徴です。
その組み合わせを適切に設計・選択することによって
多数の化合物からなる複雑な匂いであっても、高精度
でサンプル間の比較・識別を可能にします。

事業展開の可能性
　当社は 、匂いに関する様々なニーズに応えられる事
業モデルの構築を目指してまいります。

環境配慮型の新たな高吸水性樹脂を開発
　高吸水性樹脂（以下、SAP）は 、高い吸水性や保水性
を活かして紙おむつをはじめとした衛生用品の吸水
材等に使用されています。
　当社子会社のSDPグローバル株式会社では、原料の
10％及び25％にバイオマス原料（植物由来原料）を使
用したSAPを開発し、一般社団法人日本有機資源協
会が認定するバイオマスマークを取得しました。
　また、SDPグローバル株式会社は 、バイオマス原料
の使用以外にも紙おむつの新しい回収・リサイクルシ
ステムに貢献する脱水性に優れたSAPを開発する等 、

環境負荷低減に貢献する製品の研究開発に取り組ん
でいます。
　今後も当社グループでは 、引き続き環境に配慮した
製品を開発し、持続可能な社会の実現に貢献してまい
ります。

半月板の修復・再生に展開

外側
半月板

内側
半月板

膝関節前面

断裂部に
シルクエラスチンを注入

食・アグリ
●発酵工程のモニタリング
●食品・飲料の香りの

データ化

パーソナル・ライフケア
●官能評価代替
●品質管理

環境・諸工業
●悪臭、不快臭の消臭剤開発

●排水、大気モニタリング

高付加価値化支援
●コンシューマー向け製品・

サービスの高付加価値化支援

事業モデル

プローブ

植物等に由来する資源（バイオマス）を
活用し、かつ品質及び安全性が関連す
る法規や基準、規格等に適合している
環境商品の目印。

バイオマスマークとは
What’s

0605

当社は、化学のちからで化学の枠を越えたイノベーションにより

環境・社会課題視点での新たな価値の創出を目指しています。

新たな成長軌道への取り組み



持続可能な社会の実現に向けて 持続可能な社会の実現に向けて

　当社の製品は、社会のあらゆる場面に広く、深く浸透し、私たちの暮らしや産業の様々な分野を下支えしてい
ます。今後も当社の強みである界面制御技術を活かした事業領域の拡大を進め、当社グループらしい価値を創
造し、持続可能な社会の実現に貢献します。

透明容器
（例：サイクロン掃除機のダストBOX）

電化製品
（例：エアコン）

電子部品用トレイ
（例：ICチップトレイ）

静電気による障害を半永久的に防止  永久帯電防止剤
　当社の永久帯電防止剤は、様々な静電気トラブルの解
決に使用されています。プラスチックに添加して半永久的
に帯電を防止する帯電防止剤『ペレスタット』『ペレクトロン』
は、静電気によるホコリの付着や様々な障害（電子回路
の破壊、電化製品の誤作動）、事故（火災、爆発）などを防
止する目的で世界中の幅広い分野で活躍しています。
　永久帯電防止剤は、近年 、電子機器・精密部品の包

装・搬送材料用途を中心とした需要増に加え、防爆用途
等、用途の拡大も進んでおり、当社はこれらに伴う需要
拡大に応えるため、タイの工場に新たに生産設備を立ち
上げ、2022年7月から本格稼働を開始しました。
　今後の需要動向に応じてさらなる生産設備の拡充を視
野に入れるとともに、より快適で安全な暮らしの実現に
貢献すべく、新たな市場の開拓を進めてまいります。

働きがいを感じる職場環境
づくりを目指して

軽くて強い炭素繊維の性能を支える  炭素繊維用集束剤
　炭素繊維は、「鉄よりも強く、アルミよりも軽い」と言わ
れる素材であり、スポーツ用途から風力発電用風車、自
動車まで、様々な用途で使用されています。
　当社の炭素繊維用集束剤『ケミチレン』は、非常に細い
炭素繊維を束にする工程で活躍しており、その性能は高く
評価され、世界中で多くの炭素繊維に活用されています。
　炭素繊維は、風力発電用風車等への使用により世界的
な需要拡大が見込まれており、当社はこうした需要拡大
に応えるため、『ケミチレン』の生産拠点の追加と能力増強
を行います。
　当社は、カーボンニュートラルをはじめとした各種社会課
題の解決に貢献すべく、技術開発を行ってまいります。

風車部材 X線診断装置用天板

航空機部材 自動車部材

炭素繊維用集束剤を用いて製造される
炭素繊維の主な用途

帯電防止剤の主な用途

　当社は、すべての従業員が自分らしさを大切にしながら、安心 
して働くことができる会社を目指し、働き方改革やDEI*推進の取り
組みを進めており、「プラチナくるみん」、「プライド指標」のゴールド、

「えるぼし」の3つ星等を取得しています。
*Diversity＝多様性、Equity＝公平性、
  Inclusion＝受容、を意味します

プラチナくるみん
「子育てサポート企業」として厚生労
働省より「くるみん」の認定を受けた
企業のうち、より高い水準の取り組
みを行った企業が受けられるもの。

PRIDE指標
LGBTQ等に関する取り組みを評価する
指標で、任意団体「work with Pride」
によって策定されたもの。
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男性従業員の育児休業取得者数

全社的な取り組み内容

・活動量計*1の社内販売、費用補助
・スムージー、健康に配慮したメニューの提供
・健康アプリ*2の導入
・健康セミナーの開催
（適正飲酒、禁煙、睡眠、肩こり腰痛、がん等がテーマ）
身に着けることで歩数や睡眠時間が記録できる「活動量計」
スマホで食事や睡眠が記録できる「健康アプリ」

*1
*2

5つの
健康チーム

睡眠

食事飲酒

喫煙

運動

男性従業員の育児休業取得を推進
　当社は、女性側に偏り
がちな育児や家事の負
担を夫婦で分かち合い、
女性の就業意欲の促進
につなげることを目的とし、男性従業員の育児休業取
得を推進しています。また、育休復職者を支援する社
内セミナーでは、パートナーが社外の方であっても同
伴を可能とし、復職者の上長も参加して仕事と育児の
両立を一緒に考える機会を提供しています。
　さらに、これまで以上に育児休業が取得しやすくな
るよう育休中の給与支給期間を延長し、28日間の給
与を満額支給する制度に改定しました。当社はこれら
各種制度を整えることにより、男性の育休取得率向上
ならびに取得期間の拡大を後押ししてまいります。

障がい者雇用の理解研修を実施 健康経営の推進
　当社は、障がいをもつ社員が安心して活躍できる環境
づくりを進め、さらなる雇用の促進に取り組んでいます。
　今年度は、社内研修を実施し、障がい者を取り巻く
社会情勢や当社の雇用状況、働きやすい職場環境に
ついて理解を深めています。

　当社は、従業員の健康推進を重
要な経営課題と位置づけ、社長を筆
頭に経営幹部が参画する「健康推進
会議 」を立ち上げ、会社・労 働 組
合・健康保険組合が三位一体の体
制で活動を推進しています。また、全従業員が参画し
た取り組みとなるよう各事業所に「健康推進チーム」を
設置し活動を進めています。 
　今後も従業員の健康増進を経営的な視点で捉え、
職場環境の整備に積極的に取り組んでまいります。

保護フィルム
（例：液晶保護フィルム）

防爆製品
（例：粉体用フレキシブルコンテナパック（内袋））

拡大を目指す
基盤事業
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詳しい財務データは、
当社ホームページのIRライブラリーをご覧ください
https://www.sanyo-chemical.co.jp/ir_info/result

三洋化成IR情報の
ご案内
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検索三洋化成　IR

財務ハイライト（連結）

　今回報告いたしましたアンケート結果以外にも、多くのご意見、ご要望をいただきました。いただきましたご意見を真摯
に受け止め、当社の経営に活かしてまいります。

　株主様アンケートの結果の概要をご報告いたします。貴重なご意見を数多くいただけましたこと、厚くお礼申し
あげます。
●実施期間：2022年６月18日～７月29日　●実施方法：第98期「株主のみなさまへ」に添付のQRコード及びURLよりご回答

株主様アンケート結果の概要のご報告

回答株主様の属性

中間期 通 期

当社経営へのご意見がありましたらお聞かせください。（主なご質問/主なご意見）4

2 「株主のみなさまへ」の内容は、
総じてわかりやすかったですか。 3 「株主のみなさまへ」の中で、興味深い

記事はありましたでしょうか。（複数選択可）

1 当社株式の保有理由を
お聞かせください。（複数選択可）

「会社の成長性に期待が持てるから」が多くの株主様の保有
理由となっておりました。みなさまのご期待にそえるよう、
新たな取り組み等に努めてまいります。

約80％の方に「わかりやすい」と回答いただけました。これ
からもわかりやすく、読みやすい紙面を作成してまいり
ます。
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その他

「セグメント別営業の概況」、「当社を支える基盤事業」、「持
続可能な社会の実現に向けて」の3つが特に関心の高い項
目となりました。これからも関心の高い項目に対する情報提
供に努めてまいります。

Q 全樹脂電池等新規事業の進捗状況について教えてほしい。
A 全樹脂電池は、APB株式会社が主体となり量産化技術の確立を
目指して取り組んでおりますが、時間を要しています。当社として
は、全樹脂電池の主要部材（電極材料）である「被覆活物質」の開
発、製造に専念するとともに、他の次世代電池向けでの材料開発
にも取り組み、電池関連事業を成長させていきます。

Q 自社株買いは実施しないのか、
株主還元方針について教えてほしい。

A 自社株買いよりも事業投資を優先することで、中長
期的な企業価値の向上を目指したいと考えておりま
す。株主還元方針としては、連結配当性向30％以上を
めどに、中長期的に配当水準を向上させてまいります。

・今の技術にプラスして、持続可能な世の中の実現のため、新しいことにチャレンジしていってください。
・総論の開示があるが、各論の開示が少ない。具体性に欠けているので、より詳細な説明が欲しい。
・株主を対象にした「工場見学会」の実施を検討いただきたい。

主なご意見

主なご質問

1009



会社概要／株式の概況

概 況  （2022年9月30日現在）

創 立 1949年11月1日

資 本 金 13,051,179,427円

従 業 員 数 1,354名（連結2,123名）

関 係 会 社 国内９社、海外16社

役 員  （2022年9月30日現在）

取 締 役 会 長 安 藤 孝夫 専 務 執 行 役 員 鶴田 博之
代 表 取 締 役 社 長
兼 執 行 役 員 社 長 樋口 章憲 常 務 執 行 役 員 藤 井 雄一
代 表 取 締 役
兼 執 行 役 員 副 社 長 前田 浩平 常 務 執 行 役 員 須 崎 裕之

取締役 兼常務執行役員 下南 裕 之 常 務 執 行 役 員 奥   喜 之

取締役 兼常務執行役員 原田 正 大 執 行 役 員 福 井 正弘

取 締 役 兼 執 行 役 員 西村 健一 執 行 役 員 土 屋 　 稔

社 外 取 締 役 白 井 　 文 執 行 役 員 楡   康 治

社 外 取 締 役 小畑 英 明 執 行 役 員 宮脇 基 寿

社 外 取 締 役 佐 野 由美 執 行 役 員 中野 達 也

社 外 監 査 役（ 常 勤 ） 黒目 泰 一 執 行 役 員 竹 内 　 昌

監 　 査 　 役（ 常 勤 ） 堀 家 尚文 執 行 役 員 山 本 祐介

社 外 監 査 役 加留部 淳 （注） 当社は、白井 文氏、小畑英明氏、佐野由
美氏、中野雄介氏を東京証券取引所の定
めに基づく独立役員として指定し、届け出
ております。社 外 監 査 役 中野 雄介

株式総数及び株主数 （2022年9月30日現在）

発行可能株式総数 51,591,200株

発 行 済 株 式 総 数 23,534,752株

株 　 主 　 数 11,556名

株主メモ
事　 業　 年　 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 基 準 日 3月31日

中 間 配 当 基 準 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人

三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

（電話照会先 郵便物送付先）
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店
及び全国各支店で行っております。

公　 告　 掲　 載 当社ホームページ 
https://www.sanyo-chemical.co.jp/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所プライム市場（コード番号 4471） 

大株主 （2022年9月30日現在）

株主名 株式数（千株） 持株比率（％）

豊田通商株式会社 4,286 19.4

東レ株式会社 3,826 17.3

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 2,104  9.5

株式会社日本触媒 1,105 5.0

ENEOSホールディングス株式会社  1,061 4.8

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 998 4.5

三洋化成従業員持株会 553 2.5

GOVERNMENT OF NORWAY 274 1.2

DFA INTL SMALL CAP VALUE 
PORTFOLIO 218 1.0

日本生命保険相互会社 154 0.7

（注）1. 上記のほかに、自己株式1,419千株があります。
　　　２. 持株比率は、発行済株式総数から自己株式を控除して算出しております。

株主構成 （2022年9月30日現在）

個人・その他
19.8％

一般会社
48.3％

所有者別
持株比率金融機関

15.5％ 

外国人（法人を含む）
9.1％

自己株式
6.0％ 

証券会社 
1.3％ 

本社　〒605-0995 京都市東山区一橋野本町11-1 ＴＥＬ：075-541-0255（総務ダイヤルイン）

三洋化成工業株式会社
レスポンシブル・ケア

「三洋化成グループ統合報告書2022」発行のお知らせ

ステークホルダーのみなさまに当社グループ
のありたい姿「全従業員が誇りを持ち、働き
がいを感じるグローバルでユニークな高収益
企業に成長する」や、その実現に向けた取り組
みをわかりやすく伝え、ご理
解をより深めていただくこと
を目的に、本年度初めて制作
したものです。


